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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の誘電体層が積層され形成されたキャパシタ本体と、
　前記本体内で前記誘電体層を介して対向するように交互に配置され、互いに異なる極性
を有する複数の第１及び第２内部電極と、
　前記本体内で前記誘電体層を介して自身の極性とは異なる極性の内部電極と隣接するよ
うに配置され、互いに異なる極性を有する少なくとも１つの第１及び第２の内部連結導体
と、
　前記本体の表面に形成され、互いに異なる極性を有する複数の第１及び第２外部電極と
を含み、
　前記第１及び第２内部連結導体は、前記複数の第１及び第２外部電極のうち自身の極性
と同じ極性を有する全ての第１または第２外部電極に夫々連結され、
　前記複数の第１及び第２内部電極は、それぞれにおいて複数のグループに分かれ、
　前記複数のグループは、前記複数の第１及び第２外部電極のうち、それぞれのグループ
に含まれる内部電極の極性と同じ極性を有し、かつ、グループ別にそれぞれ異なる第１ま
たは第２外部電極に対応し、
　前記複数の第１及び第２内部電極のそれぞれは、自身を含むグループに対応した前記第
１または第２外部電極と連結され、連結された前記第１または第２外部電極を通じて当該
外部電極に連結された前記内部連結導体に電気的に連結され、
　前記複数の第１及び第２外部電極のうち少なくとも一方は、自身の極性と同じ極性を有
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する内部電極に連結されない外部電極を含み、
　前記第１及び第２内部電極は、同じ数の外部電極に連結され、
　前記複数の第１及び第２内部電極のうち少なくとも一方は、自身の極性と同じ極性を有
する複数の外部電極に夫々連結され、
　少なくとも１つのグループの内部電極は、他のグループの内部電極が連結された外部電
極にさらに連結され、
　前記複数の第１及び第２外部電極は、互いに異なる極性の外部電極が隣接するように配
置され、
　前記複数の第１及び第２外部電極は、前記本体の対向する両側面に形成され、
　前記両側面には、同じ数の外部電極が位置するように配列され、
　前記複数の第１及び第２外部電極は、互いに異なる極性の外部電極が前記両側面におい
て対応する領域に位置するように配列され、
　外部の電源ラインと連結される前記複数の第１及び第２外部電極の組み合わせによりＥ
ＳＲ値が異なることを特徴とする積層型キャパシタ。
【請求項２】
　前記本体は、対向する第１及び第２主面とその間に位置した４つの長方形の側面を有す
る構造で、
　前記複数の第１及び第２外部電極は、前記４つの側面にわたって形成され、
　前記対向する両側面に同じ数の外部電極が位置するように配列されたことを特徴とする
請求項１に記載の積層型キャパシタ。
【請求項３】
　前記複数の第１及び第２外部電極は、互いに異なる極性の外部電極が前記対向する両側
面において対応する領域に位置するように配列されたことを特徴とする請求項２に記載の
積層型キャパシタ。
【請求項４】
　前記第１及び第２内部連結導体は、前記第１及び第２内部電極の重畳領域に対応する重
畳領域を有することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の積層型キャパシ
タ。
【請求項５】
　前記キャパシタ本体は、前記誘電体層の積層方向に従って形成され互いが反対に位置し
た第１及び第２面とその間に位置した側面を有し、前記キャパシタ本体の第１及び第２面
のうちいずれかの面が実装面として提供され、
　前記複数の第１及び第２外部電極のうち２つの外部電極は前記積層方向に従って形成さ
れる対向する両側面に夫々形成され、残りの他の外部電極は前記本体の第１及び第２面に
少なくとも１つずつ形成され、
　前記第１及び第２面のうち実装面として提供された面に形成された外部電極は前記側面
に形成された外部電極と共に少なくとも１対の第１及び第２外部電極を含むことを特徴と
する請求項１から４のいずれか１項に記載の積層型キャパシタ。
【請求項６】
　前記キャパシタ本体は、前記誘電体層の積層方向に従って形成され互いが反対に位置し
た第１及び第２面とその間に位置した側面を有し、前記キャパシタ本体の第１及び第２面
のうちいずれかの面が実装面として提供され、
　前記複数の第１及び第２外部電極は夫々３つ以上で、前記本体の第１及び第２面に夫々
反対極性の外部電極が隣接するように同じ数で形成されたことを特徴とする請求項１から
４のいずれか１項に記載の積層型キャパシタ。
【請求項７】
　複数の誘電体層が積層され形成されたキャパシタ本体と、
　前記本体内で前記誘電体層を介して対向するように交互に配置された、互いに異なる極
性を有する複数の第１及び第２内部電極と、
　前記本体の表面に形成されたそれぞれｍ個（ｍ≧３）の第１及び第２外部電極と
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を含み、
　前記複数の第１及び第２内部電極の少なくとも一方は、それ自身において複数のグルー
プに分かれ、
　前記複数のグループに含まれる内部電極のそれぞれは、グループ別に２個以上かつｍ個
未満の外部電極に連結され、
　１つのグループに含まれる内部電極に連結された外部電極のうち少なくとも１つは、他
の１つのグループに含まれる内部電極に連結された外部電極と相違し、
　同一の極性を有する全ての内部電極が互いに電気的に連結されるように、１つのグルー
プに含まれる内部電極は、少なくとも１つの他のグループに含まれる内部電極に連結され
た外部電極に共通的に連結され、
　外部の電源ラインと連結される前記第１及び第２外部電極の組み合わせによりＥＳＲ値
が異なることを特徴とする積層型キャパシタ。
【請求項８】
　前記第１及び第２外部電極は、互いに異なる極性を有し、
　前記複数の第１及び第２内部電極は、それぞれにおいて複数のグループに分かれ、
　前記複数のグループに含まれる第１及び第２内部電極のそれぞれは、グループ別に２個
以上かつｍ個未満の自身と同じ極性を有する外部電極に連結され、
　極性の同じ内部電極を含む複数のグループにおいて、１つのグループに含まれる内部電
極に連結された外部電極のうち少なくとも１つは、他の１つのグループに含まれる内部電
極に連結された外部電極と相違し、
　同一の極性を有する全ての内部電極が互いに電気的に連結されるように、１つのグルー
プに含まれる内部電極は、少なくとも１つの他のグループに含まれる内部電極に連結され
た外部電極に共通的に連結されることを特徴とする請求項７に記載の積層型キャパシタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は積層型キャパシタに関するもので、特に使用者が直接等価直列抵抗（ＥＳＲ）
を調節することができるデカップリング用積層型キャパシタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、積層型チップキャパシタ（ＭＬＣＣ）は、複数の誘電体層の間に異なる極性
の内部電極が交互に積層された構造を有する。このようなＭＬＣＣは小型化が可能であり
ながらも高容量が保障され実装が容易であるという長所により多様な電子装置の部品とし
て広く用いられる。
【０００３】
　特に、コンピュータ等の中央処理装置（ＣＰＵ）のための電源供給装置は低い電圧を提
供する過程で負荷電流の急激な変化により電圧ノイズが発生する問題がある。従って、こ
のような電圧ノイズを抑えるためのデカップリングキャパシタの用途に積層型キャパシタ
が電源供給装置に広く用いられている。
【０００４】
　デカップリング用積層型チップキャパシタは、動作周波数が増加するにつれより低いＥ
ＳＬ値を有することが求められ、このようなＥＳＬを減少させるために多くの研究が活発
に行われている。
【０００５】
　また、より安定的な電源供給のために、デカップリング用積層型キャパシタは調節が可
能なＥＳＲ特性が求められる。
【０００６】
　積層型キャパシタのＥＳＲ値が求められる水準より低い場合には、キャパシタのＥＳＬ
とマイクロプロセッサパッケージのプレーンキャパシタンス（ｐｌａｎｅ　ｃａｐａｃｉ
ｔａｎｃｅ）により発生する並列共振周波数におけるインピーダンスピークが高くなり、
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キャパシタの直列共振周波数におけるインピーダンスは非常に低くなるという問題がある
。
【０００７】
　従って、使用者が電力分配網の平坦な（ｆｌａｔ）インピーダンス特性を具現すること
ができるようにデカップリング用積層型キャパシタのＥＳＲ特性を容易に調節して提供さ
れることが好ましい。
【０００８】
　ＥＳＲ調節と関連して、外部電極及び内部電極を高い電気的抵抗を有する材料を用いる
方案を考慮することができる。このような材料の変更を通じた方案は従来の低ＥＳＬ構造
を維持しながら高ＥＳＲ特性を提供することができるという長所がある。
【０００９】
　しかし、高抵抗物質を外部電極に用いる場合、ピンホール（ｐｉｎ　ｈｏｌｅ）による
電流の集中現象を引き起こす局部的熱点（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｈｅａｔ　ｓｐｏｔ）が
発生するという問題点がある。また、内部電極に高抵抗材料を用いる場合、高容量化によ
るセラミックス材料とのマッチングのために内部電極の材料も続けて変更しなければなら
ないという短所がある。
【００１０】
　これと異なるＥＳＲ改善方案として、特許文献１はリーケージ電極（Ｌｉｎｋａｇｅ　
ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）をキャパシタ本体の外部に適用することにより内部電極をリーケー
ジ電極を通じ直列に連結させる方案がある。
【００１１】
　しかし、上述の方案は全てキャパシタの製造者により実行されるＥＳＲ調節方案である
という短所がある。即ち、使用者の要求及び適用製品により所望の特定の等価直列抵抗を
有するように電極構造を改善し設計／製造される。このような問題は、上述した材料を変
更する方案も同様である。
【００１２】
　従って、従来のＥＳＲ調節方案は、キャパシタの製造者の立場では使用者の要求及び適
用製品の条件により多様なＥＳＲ特性を満たす製品を個別的に製造しなければならないと
いう難点があり、キャパシタの使用者の立場では必要なＥＳＲ条件により個別的に製品を
選択しなければならないという不便があった。
【００１３】
【特許文献１】米国登録特許６，７６５，７８１号（譲受人：ＴＤＫ）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は上記の問題点を克服するためのもので、その目的は使用条件により求められる
ＥＳＲ特性を使用者が直接調節できる新たな構造を有する積層型キャパシタを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の技術的課題を実現するためには、本発明は使用者が実装段階において電源ライン
と連結される外部電極の数と位置を選択することにより所望のＥＳＲ特性が具現されるこ
とができる積層型キャパシタを提供する。
【００１６】
　本発明の一側面は、複数の誘電体層が積層され形成されたキャパシタ本体と、上記本体
内で上記誘電体層を介して異なる極性の内部電極が対向するように交互に配置された複数
の第１及び第２内部電極と、上記本体内で上記誘電体層を介して異なる極性の内部電極と
隣接するように配置された少なくとも一極性の内部連結導体と、上記本体の表面に形成さ
れた複数の第１及び第２外部電極を含み、上記内部連結導体は同じ極性の外部電極に夫々
連結され、上記内部連結導体と同じ極性の内部電極は少なくとも１つの内部電極を含む複
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数のグループに分かれ、上記各グループの内部電極は同じ極性の外部電極のうち異なる外
部電極に連結されその連結された外部電極を通じ上記内部連結導体に電気的に連結された
ことを特徴とする積層型キャパシタを提供する。
【００１７】
　好ましく、上記内部連結導体としては、両極性の内部連結導体が全て採用されることが
できる。即ち、少なくとも一極性の内部連結導体は第１及び第２内部連結導体であること
ができる。
【００１８】
　必要によって、上記第１及び第２外部電極のうち少なくとも一極性の外部電極は該当極
性の内部連結導体に連結され、該当極性の内部電極には連結されない外部電極を含むこと
ができる。
【００１９】
　特定の実施形態において、上記第１及び第２内部電極は、同じ数の外部電極に連結され
ることができる。また、上記第１及び第２内部電極のうち少なくとも一極性の内部電極は
該当極性の外部電極のうち複数の外部電極に夫々連結されることができる。
【００２０】
　場合によって、少なくとも一グループの内部電極は、他のグループの内部電極が連結さ
れた外部電極にさらに連結されることができる。
【００２１】
　ＥＳＬ特性を改善するために、上記第１及び第２外部電極は異なる極性の外部電極が隣
接するように配置されることが好ましい。
【００２２】
　具体的な例で、上記第１及び第２外部電極は、上記本体の対向する両側面に形成され、
上記両側面に形成された同じ数の外部電極が位置するように配列されることができる。特
に、上記第１及び第２外部電極を異なる極性の外部電極が上記両側面の対応領域に位置す
るように配列させることで、より改善されたＥＳＬ特性を確保することができる。
【００２３】
　具体的な他の例で、上記本体は対向する第１及び第２主面とその間に位置した４つの側
面を有する長方形構造で、上記第１及び第２外部電極は上記４つの側面にわたって形成さ
れ、上記対向する両側面で同じ数の外部電極が位置するように配列されることができる。
好ましく、上記第１及び第２外部電極は、異なる極性の外部電極が上記対向する両側面の
対応領域に位置するように配列されることができる。
【００２４】
　好ましくは、上記第１及び第２内部連結導体も、上記第１及び第２内部電極の重畳領域
に対応される重畳領域を有するように提供されることができる。この場合に、内部連結導
体は内部電極と類似なキャパシタ要素として作用することができる。
【００２５】
　本発明は、誘電体層が厚さ方向に積層された通常の積層型キャパシタ構造、キャパシタ
本体の幅、または長さ方向に積層された構造で有益に適用されることができる。
【００２６】
　一形態では、上記キャパシタ本体は、上記誘電体層の積層方向に従って形成され互いが
反対に位置した第１及び第２面とその間に位置した側面を有し、上記キャパシタ本体の第
１及び第２面のうちいずれかの面が実装面として提供され、上記複数の第１及び第２外部
電極のうち２つの外部電極は上記積層方向に従って形成される対向する両側面に夫々形成
され、残りの他の外部電極は上記本体の第１及び第２面に少なくとも１つずつ形成される
。また、上記第１及び第２面のうち実装面として提供された面に形成された外部電極は上
記側面に形成された外部電極と共に少なくとも１対の第１及び第２外部電極を含む。
【００２７】
　他の形態では、上記キャパシタ本体は、上記誘電体層の積層方向に従って形成され互い
が反対に位置した第１及び第２面とその間に位置した側面を有し、上記キャパシタ本体の
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第１及び第２面のうちいずれかの面が実装面として提供され、上記複数の第１及び第２外
部電極は夫々３つ以上で、上記本体の第１及び第２面に夫々反対極性の外部電極が隣接す
るように同じ数で形成される。
【００２８】
　本発明の他の側面は、別途の内部連結導体なしに内部電極の連結構造を改善することに
よりＥＳＲ調整機能を有する積層型キャパシタを提供することができる。これは６端子以
上の多端子構造で適用することができる。
【００２９】
　上記積層型キャパシタは、複数の誘電体層が積層され形成されたキャパシタ本体と、上
記本体内で上記誘電体層を介して異なる極性の内部電極が対向するように交互に配置され
た複数の第１及び第２内部電極と、上記本体の表面に形成されたｍ個（ｍ≧３）の第１及
び第２外部電極を含み、少なくとも一極性の内部電極は少なくとも１つの内部電極を含む
複数のグループに分かれ、上記各グループの内部電極はｎ個（２≦ｎ＜ｍ）の外部電極に
夫々連結される。また、上記各グループの内部電極に連結された外部電極のうち少なくと
も１つは他のグループの内部電極に連結された外部電極と相異で、全てのグループの内部
電極が互いに電気的に連結されるように一グループの内部電極が他の一グループの内部電
極に連結された外部電極に共通的に連結される。
【００３０】
　このような内部電極の構造改善は、特定の極性の内部電極に限り具現されることができ
るが、好ましくは両極性の内部電極である第１及び第２内部電極で具現されることができ
る。
【００３１】
　以下、本明細書で用いられる用語中"ＥＳＲ調整用外部電極"は、実装時に電源ラインと
直接に連結するか否かにより等価回路的に、関りのある内部電極の直列連結構造が変更さ
れ一定の範囲でＥＳＲ値を調節させることができる外部電極をいう。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によると、積層型キャパシタの実装時に外部の電源ラインに連結される外部電極
の選択によりキャパシタのＥＳＲ特性を多様に変更させることができる。このように、製
造業者側では多様なＥＳＲ特性を満たすことができる積層型キャパシタを単一チップで提
供できる上、使用者は外部電極と電源ラインの連結のみで所望のＥＳＲ特性を容易に決定
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、添付の図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００３４】
　図１は本発明の第１実施形態による４端子積層型キャパシタ構造の一例を示す。
【００３５】
　図１を参照すると、本実施形態による積層型キャパシタ１０は、複数の誘電体層１１'
が積層され形成されたキャパシタ本体１１を含む。
【００３６】
　上記積層型キャパシタ１０は対向する両側面に互いが電気的に分離された夫々２つの第
１及び第２外部電極１８ａ、１８ｂ、１９ａ、１９ｂを有する。
【００３７】
　上記第１及び第２外部電極１８ａ、１８ｂ、１９ａ、１９ｂは、ＥＳＬを低減させるた
めに隣接した外部電極が反対極性を有するように配列されることができる。本実施形態で
は、対向する両側面で対応する位置に反対極性の外部電極を配置することによりＥＳＬ低
減効果を向上させることができる。
【００３８】
　上記積層型キャパシタ１０は、図２及び図３に例示されたように、上記複数の誘電体層
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１１'に夫々形成された第１及び第２内部連結導体１２、１３と第１及び第２内部電極１
４ａ、１４ｂ、１５ａ、１５ｂを有することができる。
【００３９】
　上記複数の第１及び第２内部電極１４ａ、１４ｂ、１５ａ、１５ｂは上記第１及び第２
内部連結導体１２、１３と共に誘電体層１１'を介して異なる極性の内部電極１４ａ、１
５ａ、１４ｂ、１５ｂ、または異なる極性の内部連結導体１２、１３が交互に配列される
。
【００４０】
　図２に図示された第１及び第２内部連結導体１２、１３は夫々１つずつ図示されている
が、少なくとも一極性の内部連結導体は複数個で提供されることができる。
【００４１】
　これと類似に、図３に図示された第１及び第２内部電極１４ａ、１４ｂ、１５ａ、１５
ｂは夫々１つずつ図示されているが、実際に適用される形態においては特定のグループ（
Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１またはＣ２）の内部電極は複数であることができる。
【００４２】
　一方、図２及び図３に図示された順番（Ａ１－Ａ２－Ｂ１－Ｂ２－Ｃ１－Ｃ２）に従っ
て積層されることができるが、必要によって多様な順番で積層されることができる。例え
ば、内部連結導体１２、１３が内部電極の間に位置するように配置されることができ（例
、Ｂ１－Ｂ２－...－Ｃ１－Ｃ２－Ａ１－Ａ２－Ｂ１－Ｂ２－...－Ｃ１－Ｃ２）、第１及
び第２内部連結導体１２、１３が離隔され配置されることもできる（例、Ａ１－Ｂ１－Ｂ
２－...－Ｃ１－Ｃ２－Ａ２－Ｂ１－Ｂ２－...－Ｃ１－Ｃ２）。特に、内部連結導体の配
列位置を変更することにより所望のＥＳＲ特性をより精密に調節することができる。
【００４３】
　上記第１内部連結導体１２は２つのリード（Ｌ１、Ｌ２：以下、リードは各位置に従い
同じ表記を用いる）を通じて第１外部電極１８ａ、１８ｂに連結される。これと類似に、
上記第２内部連結導体１３は２つのリードＬ３、Ｌ４を通じて第２外部電極１９ａ、１９
ｂに連結される。
【００４４】
　このように、上記第１及び第２内部連結導体１２、１３は、全ての外部電極に連結され
た導体パターンであればよいが、本実施形態のように上記第１及び第２内部電極１４ａ、
１４ｂ、１５ａ、１５ｂの重畳領域に対応する重畳領域を有するように提供することによ
り、他の内部電極１４ａ、１４ｂ、１５ａ、１５ｂと類似なキャパシタ要素として作用す
ることができる。
【００４５】
　一方、上記第１内部電極１４ａ、１４ｂはグループ別に異なる１つの第１外部電極１８
ａ、１８ｂに夫々連結され、上記第２内部電極１５ａ、１５ｂもグループ別に異なる１つ
の第２外部電極１９ａ、１９ｂに夫々連結される。
【００４６】
　即ち、図３に図示されたように、各グループの第１及び第２内部電極１４ａ、１４ｂ、
１５ａ、１５ｂは１つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４を通じ異なる１つの外部電極１８
ａ、１８ｂ、１９ａ、１９ｂに連結される。
【００４７】
　このような連結を通じ、各グループの第１内部電極１４ａ、１４ｂは異なる第１外部電
極１８ａ、１８ｂを通じて第１内部連結導体１２に電気的に連結されることができ、各グ
ループの第２内部電極１５ａ、１５ｂは異なる第２外部電極１９ａ、１９ｂを通じて第２
内部連結導体１３と電気的に連結されることができる。
【００４８】
　本実施形態では、電源ラインと連結をするための外部端子として使用される１つの第１
及び第２外部電極を除いた２つの外部電極はＥＳＲ調整用外部電極として使用される形態
として理解することができる。
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【００４９】
　但し、外部端子として使用される第１及び第２外部電極は所望のＥＳＲ特性に合うよう
に任意で選択されることができるため、ＥＳＲ調整用外部電極は特定されるものではない
。例えば、第１及び第２外部電極のうち夫々１つの外部電極１８ａ、１９ｂを外部端子と
して使用する場合、残り２つの外部電極１８ｂ、１９ａはＥＳＲ調整用外部電極として考
慮することができ、反対の場合も考慮することができる。また、同じ数の外部電極を外部
端子に使用する場合もいずれの外部電極を選択するかによりＥＳＲ値が微細に変更される
ことができる。
【００５０】
　図４（ａ）及び図４（ｂ）は本発明の第１実施形態による積層型キャパシタにおいてＥ
ＳＲ値を調整する方法を説明するための概略図である。
【００５１】
　図４（ａ）を参照すると、図１に図示された積層型キャパシタ１０が搭載された印刷回
路基板２１が図示されている。上記基板２１上には４つのマウンティングパット２２ａ、
２２ｂ、２３ａ、２３ｂが設けられる。
【００５２】
　上記４つのマウンティングパット２２ａ、２２ｂ、２３ａ、２３ｂには、上記積層型キ
ャパシタ１０の外部電極１８ａ、１８ｂ、１９ａ、１９ｂが夫々連結されるように半田付
けされる。ここで、電源ラインと外部電極の連結は電源ラインとマウンティングパッドの
連結の可否により決定される。
【００５３】
　従って、積層型キャパシタの安定的な支持を図りながら所望の外部電極のみを選択的に
電源ラインと連結させることができる。
【００５４】
　本実施形態において、２つのマウンティングパッド２２ａ、２３ｂは電源ライン２４、
２５に夫々連結され、残り２つのマウンティングパッド２２ｂ、２３ａは電源ライン２４
、２５に連結されない。従って、上記積層型キャパシタ１０の１対の第１及び第２外部電
極１８ａ、１９ｂのみが電源ライン２４、２５を通じ直接電源と連結されることができる
。
【００５５】
　これと類似に、図４（ｂ）を参照すると、印刷回路基板３１上に設けられた４つのマウ
ンティングパット３２ａ、３２ｂ、３３ａ、３３ｂに上記積層型キャパシタ１０の外部電
極１８ａ、１８ｂ、１９ａ、１９ｂが夫々連結されるように半田付けされるが、上述の形
態とは異なり、３つのマウンティングパッド３２ａ、３３ｂ、３３ａは電源ライン３４、
３５に夫々連結され、残り１つのマウンティングパッド３２ｂは電源ラインに連結されな
い。
【００５６】
　このような実装では、上記積層型キャパシタ１０の１対の第１及び第２外部電極１８ａ
、１９ｂの他に第２外部電極１９ａも電源ライン３５を通じ直接電源が供給されることが
できる。
【００５７】
　図４（ａ）に図示されたように、上記第２電源ライン２５に一つの第２外部電極１９ｂ
は連結され、他の第２外部電極１９ａには連結されない場合は、（Ｂ２）グループの第２
内部電極１５ａは第２内部連結導体１３と第２外部電極１９ａを通じて電源の供給を受け
る。従って、（Ｂ２）グループの第２内部電極１５ａは第２外部電極１９ａを介して第２
内部連結導体１３と直列に連結され、このような直列に連結された抵抗成分により相対的
に高い等価直列抵抗値（ＥＳＲ１）を有することができる。
【００５８】
　一方、図４（ｂ）のように、特定の第２外部電極１９ａがさらに第２電源ライン３５に
連結された場合には、その第２外部電極１９ａが外部端子となり（Ｂ２）グループの第２
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内部電極１５ａも直接電源の供給を受ける。従って、図４（ａ）で直列に連結されていた
（Ｂ２）グループの第２内部電極１５ａは他の内部電極１５ｂ及び第２内部連結導体１３
と並列に連結されるため、図４（ｂ）のように連結された積層型キャパシタは図４（ａ）
の実装形態に比べ低いＥＳＲ値（ＥＳＲ２）を有することができる。
【００５９】
　さらに、図示されていないが、他の第１外部電極１８ｂもＥＳＲ調整用外部電極として
使用されることができる。上記第１電源ライン３１を他の第１外部電極１８ｂにさらに連
結する場合、上述と類似に該当ＥＳＲ調整用外部電極の第１外部電極１８ｂを介して第１
内部連結導体１２と（Ａ１）グループの第１内部電極１４ａが直列に連結され発生する等
価直列抵抗成分までなくなるため、図４（ｂ）の場合より低いＥＳＲ値（ＥＳＲ３）を有
するようになる。
【００６０】
　このように、図１に図示された実施形態は１対の外部電極の他に他の１対の外部電極を
選択的に外部端子として使用することによりＥＳＲ値を段階的に調整（ＥＳＲ３＜ＥＳＲ
２＜ＥＳＲ１）することができる。
【００６１】
　特に、このようなＥＳＲ調整は積層型キャパシタの実装段階において使用者により実行
されることができるという長所を提供する。供給者は製品設計時に多様なＥＳＲ値（本実
施形態の場合、３つのＥＳＲが具現可能）を有するように内部連結導体の数と位置を適切
に設計すると、使用者は電源ラインと連結される外部端子を選択することにより積層型キ
ャパシタのＥＳＲ値を所望の値に容易に調整することができる。
【００６２】
　図５は本発明の第２実施形態による４端子積層型キャパシタ構造の他の例を示す。本実
施形態は上記第１実施形態とは外部電極の位置が異なる４端子積層型キャパシタである。
【００６３】
　図５を参照すると、本実施形態による積層型キャパシタ４０は複数の誘電体層４１'が
積層され形成されたキャパシタ本体４１を含む。
【００６４】
　本実施形態に採用されたキャパシタ本体４１は対向する第１及び第２主面とその間に位
置した４つの側面を有する長方形構造で、上記第１及び第２外部電極４８ａ、４８ｂ、４
９ａ、４９ｂは上記４つの側面にわたって形成される。
【００６５】
　即ち、図５に図示されたように、上記第１外部電極４８ａ、４８ｂは上記本体４１の対
向する両側面に夫々１つずつ形成され、上記第２外部電極４９ａ、４９ｂは他の対向する
両側面に夫々１つずつ形成される。結果的に、上記第１及び第２外部電極４８ａ、４８ｂ
、４９ａ、４９ｂは４つの側面に従って反対極性が交互に配列される。
【００６６】
　このような外部電極の配列に対応されるように、上記積層型キャパシタ４０は図６及び
図７に図示された第１及び第２内部連結導体４２、４３と第１及び第２内部電極４５ａ、
４５ｂ、４６ａ、４６ｂを有することができる。
【００６７】
　上記複数の第１及び第２内部電極４５ａ、４５ｂ、４６ａ、４６ｂは上記第１及び第２
内部連結導体４２、４３と共に誘電体層４１'を介して異なる極性の内部電極４５ｂ、４
６ｂ、４５ａ、４６ａまたは異なる極性の内部連結導体４３、４２が交互に配列される。
内部電極及び内部連結導体の多様な積層順番及び積層数に関連しては上述の第１実施形態
で説明した内容を参照し理解することができる。
【００６８】
　上記第１内部連結導体４２は両側に延びた２つのリードＬ１、Ｌ２を通じて第１外部電
極４８ａ、４８ｂの全てに連結される。これと類似に、上記第２内部連結導体４３は他の
両側に延びた２つのリードＬ３、Ｌ４を通じて第２外部電極４９ａ、４９ｂに連結される
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。
【００６９】
　上記第１及び第２内部電極４５ａ、４５ｂ、４６ａ、４６ｂは同じ極性の異なる１つの
外部電極４８ａ、４８ｂまたは４９ａ、４９ｂに選択的に連結される。
【００７０】
　例えば、一つの第１外部電極４８ａは他の第１外部電極４８ｂが連結された（Ｃ１）グ
ループの第１内部電極４５ｂと異なる（Ｂ１）グループの第１内部電極４５ａにのみ連結
される。これと類似に、一つの第２外部電極４９ａは他の第２外部電極４９ｂが連結され
た（Ｂ２）グループの第２内部電極４６ａと異なる（Ｃ２）グループの第２内部電極４６
ｂにのみ連結される。
【００７１】
　このような連結を通じて上記第１及び第２内部電極４５ａ、４５ｂ、４６ａ、４６ｂは
、連結された外部電極を通じて夫々同じ極性の内部連結導体４２、４３と電気的に連結さ
れることができる。
【００７２】
　本実施形態でも、図１に図示された実施形態と類似に、１対の外部電極４８ａ、４９ａ
が連結された場合、残りの第１及び第２外部電極４８ｂ、４９ｂは電源ラインと直接に連
結されず（Ｃ１）グループの第１内部電極４５ｂと（Ｂ２）グループの第２内部電極４６
ａと第１及び第２内部連結導体４２、４３に夫々連結する外部連結導体として作用する。
【００７３】
　従って、（Ｃ１）グループの第１内部電極４５ｂは、外部連結導体の第１外部電極４８
ｂを介して第１内部連結導体４２に直列に連結され、これと類似に（Ｂ２）グループの第
２内部電極４６ａは、外部連結導体の外部電極４８ｂ、４９ｂを介して第２内部連結導体
４３に直列に連結されることができる。このような直列連結を通じてより高いＥＳＲ値を
有することができる。
【００７４】
　さらに、ＥＳＲ調整用外部電極の第１及び第２外部電極４８ｂ、４９ｂのうち１つまた
は全てを電源ラインに連結する場合、上述の直列抵抗成分が発生しないため、相対的に低
いＥＳＲ値を有するようになる。
【００７５】
　このように、使用者の外部端子の選択により所望の異なるＥＳＲ値を容易に選択するこ
とができる。
【００７６】
　本発明は４端子構造の他にも６端子以上の構造にも容易に実現されることができる。
【００７７】
　このような６端子以上の多端子構造では、上述の実施形態と類似に、内部連結導体を用
いたＥＳＲ調整構造を具現できる上、更なる内部連結導体（即ち、同じ極性の外部電極に
全て連結された内部導体）なしに内部電極のみでも外部電極の選択によるＥＳＲ調整が可
能な構造を実現することができる（図１１、図１２、図１６、図１７、図２１－２４参照
）。
【００７８】
　図８は、本発明の第３実施形態による６端子積層型キャパシタの一例を示す斜視図であ
る。
【００７９】
　図８を参照すると、本実施形態による積層型キャパシタ６０は複数の誘電体層６１'が
積層され形成されたキャパシタ本体６１を含む。
【００８０】
　上記積層型キャパシタ６０は対向する両側面に互いが電気的に分離された夫々３つの第
１及び第２外部電極６８ａ、６８ｂ、６８ｃ、６９ａ、６９ｂ、６９ｃを有し、本実施形
態のように隣接した外部電極が反対極性を有するように配列されることができる。
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【００８１】
　本発明の第１様態により、上記積層型キャパシタ６０は上述の実施形態のように内部連
結導体を用いたＥＳＲ調整構造を具現することができる。
【００８２】
　本実施形態は、図９に図示されたように、上記複数の誘電体層６１'に夫々形成された
第１及び第２内部連結導体６２、６３を有することができる。上記第１内部連結導体６２
は３つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３を通じて３つの第１外部電極６８ａ、６８ｂ、６８ｃに
夫々連結される。これと類似に、上記第２内部連結導体６３は３つのリードＬ４、Ｌ５、
Ｌ６を通じて３つの第２外部電極６９ａ、６９ｂ、６９ｃに夫々連結される。
【００８３】
　図９に図示された第１及び第２内部連結導体６２、６３と共に採用が可能な第１及び第
２内部電極は多様なパターンとその組み合わせにより具現されることができる。本実施形
態で採用が可能な第１及び第２内部電極の多様な例が図１０ａ及び図１０ｂに図示されて
いる。
【００８４】
　図１０ａに図示された第１及び第２内部電極６４ａ、６４ｂ、６５ａ、６５ｂは連結さ
れる外部電極（リード構造）により夫々２つのグループＢ１、Ｃ１、Ｂ２、Ｃ２に分かれ
る。各グループの第１内部電極６４ａ、６４ｂは１つのリードＬ１、Ｌ２により夫々１つ
の第１外部電極６８ａ、６８ｂに連結される。これと類似に、第２内部電極６５ａ、６５
ｂもグループ別に１つのリードＬ３、Ｌ４により１つの第２外部電極６９ａ、６９ｂに連
結される。
【００８５】
　上述の実施形態と類似に、上記各グループの第１及び第２内部電極６４ａ、６４ｂ、６
５ａ、６５ｂは異なる外部電極に連結される。
【００８６】
　本例でと同様に、特定の第１及び第２外部電極６８ｃ、６９ｃはいずれの内部電極にも
連結されず第１及び第２内部連結導体６２、６３にのみ連結されることができる。従って
、上記特定の第１及び第２外部電極６８ｃ、６９ｃのみを電源ラインと連結する場合、残
りの４つの外部電極６８ａ、６８ｂ、６９ａ、６９ｂは電源ラインに連結されず夫々該当
極性の内部電極６４ａ、６４ｂ、６５ａ、６５ｂと該当極性の内部連結導体６８ａ、６９
ｂ、６８ｂ、６９ａを直列に連結する外部連結導体として作用する。従って、相対的に高
いＥＳＲ値を有することができる。
【００８７】
　また、電源ラインに連結されない外部電極６８ａ、６８ｂ、６９ａ、６９ｂのうちいず
れかを電源ラインに連結すると、その外部電極に連結された内部電極は同じ極性の内部連
結導体６２または６３と再び並列に連結されるため、ＥＳＲ値を低めることができる。こ
のように、４つの外部電極６８ａ、６８ｂ、６９ａ、６９ｂがＥＳＲ調整の手段として提
供されることができる。本例では電源ラインと連結される外部電極の数により最小５つの
ＥＳＲ値を選択的に具現することができる。
【００８８】
　図１０ｂに図示された第１及び第２内部電極７４ａ、７４ｂ、７４ｃ、７５ａ、７５ｂ
、７５ｃは連結される外部電極により夫々３つのグループに分かれる。図１０ａと類似に
、各グループの第１内部電極７４ａ、７４ｂ、７４ｃは１つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３に
より１つの第１外部電極６８ａ、６８ｂ、６８ｃに夫々連結され、各グループの第２内部
電極７５ａ、７５ｂ、７５ｃは１つのリードＬ６、Ｌ４、Ｌ５により夫々１つの第２外部
電極６９ｃ、６９ａ、６９ｂに連結される。
【００８９】
　但し、図１０ａに図示された内部電極とは異なり、更なる（Ｄ１）及び（Ｄ２）グルー
プの第１及び第２内部電極７４ｃ、７５ｃは図１０ａで内部電極に連結されない第１及び
第２外部電極６８ｃ、６９ｃにも連結されるため、全ての外部電極に異なるグループの内
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部電極が連結される。
【００９０】
　任意の１対の第１及び第２外部電極６８ａ、６９ａが電源ラインと連結された外部端子
に選択された場合、残り４つの外部電極６８ｂ、６８ｃ、６９ｂ、６９ｃは夫々該当極性
の内部電極７４ｂ、７４ｃ、７５ｃ、７５ａと該当極性の内部連結導体６２、６３を連結
する外部連結導体として作用し、夫々の外部連結導体により直列に連結されるため、高い
ＥＳＲを得ることができる。
【００９１】
　この場合にも、４つの外部電極は夫々ＥＳＲ調整用外部端子であることができる。例え
ば、電源ラインと連結される外部電極の数により５つのＥＳＲ値を選択することができる
。
【００９２】
　図１０ａ及び図１０ｂに図示された内部電極は、図９に図示された内部連結導体と共に
使用される形態として例示し説明したが、本実施形態のように、６端子以上の多端子積層
型キャパシタでは、同じ極性の外部電極に全て連結された内部連結導体を使用しなくても
ＥＳＲ調整が可能な積層型キャパシタを具現することができる。
【００９３】
　内部連結導体を採用されない形態で、各グループの内部電極は全ての外部電極に連結さ
れないが少なくとも２つの外部電極には連結される。各グループの内部電極に連結された
外部電極のうち少なくとも１つは他のグループの内部電極に連結された外部電極と相異で
あるが、全てのグループの内部電極が互いに電気的に連結されるように一グループの内部
電極に連結された少なくとも１つの外部電極は他の一グループの内部電極にも連結される
。
【００９４】
　図１１及び図１２には、図８に図示された積層型キャパシタで採用が可能な第１及び第
２内部電極の多様な例が図示されている。
【００９５】
　図１１に図示されたように、第１及び第２内部電極８４ａ、８４ｂ、８４ｃ、８５ａ、
８５ｂ、８５ｃは連結される外部電極により夫々３つのグループ（Ａ１－Ａ２、Ｂ１－Ｂ
２、Ｃ１－Ｃ２）に分かれる。
【００９６】
　上記第１内部電極８４ａ、８４ｂ、８４ｃは２つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３のうち異な
る２つによりグループ別に２つの第１外部電極６８ａ、６８ｂ、６８ｃのうち異なる２つ
に連結される。
【００９７】
　各グループの第１内部電極に連結された２つの第１外部電極のうち１つは他のグループ
の第１内部電極に連結された外部電極と相異である。また、一グループの内部電極に連結
された１つの外部電極は他の一グループの内部電極にも連結されることにより３つグルー
プの第１内部電極が互いに電気的に連結されることができる。
【００９８】
　例えば、第１内部電極の場合には、（Ａ１）グループ－第１外部電極６８ｂ－（Ｂ１）
グループ－第１外部電極６８ｃ－（Ｃ１）グループ－第１外部電極６８ａ－（Ａ１）グル
ープの連結形態で全て電気的に連結される。
【００９９】
　これと類似に、各グループの第２内部電極８５ａ、８５ｂ、８５ｃは全ての第２外部電
極に連結されず２つの第２外部電極には連結され、各グループの第２内部電極８５ａ、８
５ｂ、８５ｃに連結された第２外部電極のうち１つは他のグループの第２内部電極に連結
された第２外部電極と相異であるが、全てのグループの第２内部電極８５ａ、８５ｂ、８
５ｃが互いに電気的に連結されるように一グループの第２内部電極に連結された、少なく
とも１つの第２外部電極は他の一グループの第２内部電極にも連結される。
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【０１００】
　このような外部電極と内部電極の連結形態では、外部電極と電源ラインの連結により特
定のグループの内部電極が内部連結導体のように作用することができる。
【０１０１】
　例えば、特定第１及び第２外部電極６８ａ、６９ａに電源ラインが連結される場合、（
Ａ１）グループ及び（Ｃ１）グループの第１内部電極は他の第１外部電極６８ｂ、６８ａ
を介して（Ｂ１）グループの第１内部電極と直列に連結され、（Ｂ２）グループ及び（Ｃ
２）グループの第２内部電極は他の第２外部電極６９ｂ、６９ｃを介して（Ａ２）グルー
プの第２内部電極と直列に連結される。
【０１０２】
　従って、このような直列連結により抵抗成分が増加されるため、それだけ高いＥＳＲを
有することができる。
【０１０３】
　使用者は必要によってより低いＥＳＲ特性を得るために、上述の例において電源ライン
と連結されない第１及び第２外部電極６８ｂ、６８ｃ、６９ｂ、６９ｃを電源ラインにさ
らに連結させることができる。このように電源ラインと外部電極のさらなる連結により、
上述の直列抵抗成分は発生しない。
【０１０４】
　即ち、第１外部電極６８ｂ、６８ａのうち少なくとも１つにさらに電源ラインを連結す
る場合、（Ｂ１）グループの第１内部電極は電源ラインと直接連結されるため、他のグル
ープの内部電極と並列に連結されることにより直列連結による抵抗成分はなくなるように
なる。従って、ＥＳＲ値は相対的に低くなることができる。
【０１０５】
　図１２に図示された例では、第２内部電極８７ａ、８７ｂ、８７ｃのみが夫々３つのグ
ループＡ２、Ｂ２、Ｃ２に分かれ、第１内部電極８６は通常の内部電極（全ての外部電極
と連結された形態）を有する同一のパターンで、各グループの第２内部電極８７ａ、８７
ｂ、８７ｃと対をなす。
【０１０６】
　上記第１内部電極８６は３つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３により第１外部電極６８ａ、６
８ｂ、６８ｃに全て連結され、上記第２内部電極８７ａ、８７ｂ、８７ｃは図１０ｃに図
示された第２内部電極と類似に、夫々２つのリードＬ４、Ｌ５、Ｌ６のうち異なる２つに
よりグループ別に同じ２つの第２外部電極６９ａ、６９ｂ、６９ｃのうち異なる２つに連
結される。
【０１０７】
　本実施形態では、第２外部電極の選択的な連結によりＥＳＲ特性が調整されることがで
き、図１１で説明したものと類似な方式によりＥＳＲ特性が調整されることができる。
【０１０８】
　図１３は本発明の第４実施形態による６端子積層型キャパシタの他の例を示す斜視図で
ある。
【０１０９】
　図１３を参照すると、本実施形態による積層型キャパシタ９０は複数の誘電体層９１'
が積層され形成されたキャパシタ本体９１を含む。
【０１１０】
　上記キャパシタ本体９１は対向する第１及び第２主面とその間に位置した４つの側面を
有する長方形構造で、夫々３つの第１及び第２外部電極９８ａ、９８ｂ、９８ｃ、９９ａ
、９９ｂ、９９ｃは上記４つの側面に従って反対極性が交互に配列されるように形成され
る。
【０１１１】
　また、図１３に図示されたように、上記本体９１の対向する両側面（長さ方向）に夫々
２つずつ形成され、他の対向する両側面（幅方向）に夫々１つずつ形成される。
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【０１１２】
　上記積層型キャパシタ９０は、図１４に図示されたように、上記複数の誘電体層９１'
に夫々形成された第１及び第２内部連結導体９２、９３を有することができる。
【０１１３】
　上記第１内部連結導体９２は、３つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３を通じて第１外部電極９
８ａ、９８ｂ、９８ｃに夫々連結される。これと類似に、上記第２内部連結導体９３は３
つのリードＬ４、Ｌ５、Ｌ６を通じて第２外部電極９９ａ、９９ｂ、９９ｃに夫々連結さ
れる。
【０１１４】
　図１４に図示された第１及び第２内部連結導体９２、９３と共に採用が可能な第１及び
第２内部電極は多様なパターンとその組み合わせにより具現されることができる。本実施
形態で採用が可能な第１及び第２内部電極の一例が図１５に図示されている。
【０１１５】
　図１５に図示された第１及び第２内部電極９４ａ、９４ｂ、９４ｃ、９５ａ、９５ｂ、
９５ｃは連結される外部電極により夫々３つのグループに分けられ、各グループの第１内
部電極９４ａ、９４ｂ、９４ｃは１つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３により１つの第１外部電
極９８ａ、９８ｂ、９８ｃに夫々連結され、各グループの第２内部電極９５ａ、９５ｂ、
９５ｃは１つのリードＬ６、Ｌ４、Ｌ５により夫々１つの第２外部電極９９ｃ、９９ａ、
９９ｂに連結される。
【０１１６】
　上記第１及び第２内部電極９４ａ、９４ｂ、９４ｃ、９５ａ、９５ｂ、９５ｃは夫々グ
ループ別に異なる第１及び第２外部電極９８ａ、９８ｂ、９８ｃ、９９ｃ、９９ａ、９９
ｂに連結される。
【０１１７】
　本例では、第１及び第２外部電極９８ａ、９８ｂ、９８ｃ、９９ａ、９９ｂ、９９ｃは
第１及び第２内部連結導体９２、９３と共に特定のグループの第１及び第２内部電極にの
み連結され、残りの他のグループには連結されない。
【０１１８】
　１対の第１及び第２外部電極９８ａ、９９ａが電源ラインと連結された外部端子の場合
に、残り４つの外部電極９８ｂ、９８ｃ、９９ｂ、９９ｃが外部連結導体として作用し直
列抵抗成分が追加されることができるため、相対的に高いＥＳＲを得ることができる。こ
こで、４つの外部電極９８ｂ、９８ｃ、９９ｂ、９９ｃは夫々独立的にＥＳＲ値を変更さ
せることができるＥＳＲ調整用外部端子であることができる。従って、電源ラインとの連
結により５つのＥＳＲ値を選択的に具現することができる。
【０１１９】
　図１６に図示された第１及び第２内部電極１０４ａ、１０４ｂ、１０４ｃ、１０５ａ、
１０５ｂ、１０５ｃは連結される外部電極により夫々３つのグループに分かれる。図１６
に図示された内部電極の例は図１４に図示された内部連結導体がなくてもＥＳＲ調整のた
めの積層型キャパシタを実現することができる。
【０１２０】
　上記第１内部電極１０４ａ、１０４ｂ、１０４ｃは２つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３のう
ち異なる２つによりグループ別に同一の２つの第１外部電極９８ａ、９８ｂ、９８ｃのう
ち異なる２つに連結され、上記第２内部電極１０５ａ、１０５ｂ、１０５ｃは２つのリー
ドＬ４、Ｌ５、Ｌ６のうち異なる２つによりグループ別に同一の２つの第２外部電極９９
ａ、９９ｂ、９９ｃのうち異なる２つに連結される。
【０１２１】
　上記第１内部電極１０４ａ、１０４ｂ、１０４ｃは２つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３のう
ち異なる２つによりグループ別に２つの第１外部電極９８ａ、９８ｂ、９８ｃのうち異な
る２つに連結される。各グループの第１内部電極に連結された２つの第１外部電極のうち
１つは他のグループの第１内部電極に連結された外部電極と相異である。また、一グルー
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プの内部電極に連結された１つの外部電極は他の一グループの内部電極にも連結されるこ
とにより３つのグループの第１内部電極が互いに電気的に連結されることができる。
【０１２２】
　本例におけるＥＳＲ調整は、図１１を参照して説明した部分を参照し理解することがで
きる。
【０１２３】
　図１７に図示された例では、第２内部電極１０７ａ、１０７ｂ、１０７ｃのみが連結さ
れる外部電極により夫々３つのグループに分かれる。また、第１内部電極１０６は第１内
部連結導体９２と類似なパターンで各グループの第２内部電極１０７ａ、１０７ｂ、１０
７ｃと対をなす。
【０１２４】
　本実施形態によると、図１２に図示された内部電極の組み合わせと類似に第２内部電極
に関わる第２外部電極のみによってもＥＳＲ特性を調整することができる。これと反対に
、第１内部電極をＥＳＲ調整のためのパターンで構成し、第２内部電極は通常の内部電極
（内部連結導体９３と類似なパターン）で構成することもできる。
【０１２５】
　本発明は上述の実施形態と類似な方式で８端子構造にも適用することができる。
【０１２６】
　図１８は本発明の第５実施形態による８端子積層型キャパシタの一例を示す斜視図であ
る。
【０１２７】
　図１８を参照すると、本実施形態による積層型キャパシタ１２０は複数の誘電体層１２
１'が積層され形成されたキャパシタ本体１２１を含む。
【０１２８】
　上記積層型キャパシタ１２０は対向する両側面に互いが電気的に分離された夫々４つの
第１及び第２外部電極１２８ａ、１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄ、１２９ａ、１２９ｂ、
１２９ｃ、１２９ｄを有する。各外部電極の配列はＥＳＬ低減のために各側面で隣接した
外部電極が反対極性を有するように配列されることができる。
【０１２９】
　本実施形態のように、本体１２１の対向する側面の対応領域に互いが反対極性が位置す
るように配列されることにより両側における電流の流れを反対方向に有するように磁束を
相殺させることができる。
【０１３０】
　上記積層型キャパシタ１２０は図１９に図示されたように、上記複数の誘電体層１２１
'に夫々形成された第１及び第２内部連結導体１２２、１２３を有することができる。上
記第１内部連結導体１２２は４つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４を通じて第１外部電極
１２８ａ、１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄに夫々連結される。これと類似に、上記第２内
部連結導体１２３は４つのリードＬ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７を通じて第２外部電極１２９ａ
、１２９ｂ、１２９ｃ、１２９ｄに夫々連結される。
【０１３１】
　図１９に図示された第１及び第２内部連結導体１２２、１２３と共に採用が可能な第１
及び第２内部電極は多様なパターンとその組み合わせにより具現されることができる。図
２０を参照すると、図１９の内部連結導体と共に採用が可能な内部電極の一例が図示され
ている。
【０１３２】
　図２０に図示された第１内部電極１２４ａ、１２４ｂ、１２４ｃ、１２４ｄと第２内部
電極１２５ａ、１２５ｂ、１２５ｃ、１２５ｄは連結される外部電極により夫々４つのグ
ループに分かれる。
【０１３３】
　各グループの第１内部電極１２４ａ、１２４ｂ、１２４ｃ、１２４ｄは１つのリードＬ
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１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４により１つの第１外部電極１２８ａ、１２８ｂ、１２８ｃ、１２８
ｄに夫々連結され、各グループの第２内部電極１２５ａ、１２５ｂ、１２５ｃ、１２５ｄ
は１つのリードＬ７、Ｌ８、Ｌ６、Ｌ５により夫々１つの第２外部電極１２９ｃ、１２９
ｄ、１２９ｂ、１２９ａに連結される。
【０１３４】
　上記第１及び第２内部電極１２４ａ、１２４ｂ、１２４ｃ、１２４ｄ、１２５ａ、１２
５ｂ、１２５ｃ、１２５ｄは夫々グループ別に異なる第１及び第２外部電極に連結される
ことができる。
【０１３５】
　本例では、第１及び第２外部電極１２８ａ、１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄ、１２９ａ
、１２９ｂ、１２９ｃ、１２９ｄは第１及び第２内部連結導体１２２、１２３と共に特定
のグループの第１及び第２内部電極にのみ連結され、残りの他のグループには連結されな
い。
【０１３６】
　しかし、本発明はこれに限らず、一グループの内部電極に連結された外部電極が２以上
の場合に、他のグループの外部電極と共通的に連結される形態も採用されることができる
。
【０１３７】
　図１９の内部連結導体と共に図２０に図示された内部電極を採用するＥＳＲ調整積層型
キャパシタで、１対の第１及び第２外部電極１２８ａ、１２９ａが電源ラインと連結され
ると、残り６つの外部電極１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄ、１２９ｂ、１２９ｃ、１２９
ｄが外部連結導体として作用し直列抵抗成分が追加されることができ、これにより相対的
に高いＥＳＲを得ることができる。
【０１３８】
　特に、残り６つの外部電極１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄ、１２９ｂ、１２９ｃ、１２
９ｄは夫々独立的にキャパシタのＥＳＲ値を変更させることができるＥＳＲ調整用外部端
子であることができる。従って、電源ラインと連結される数により段階的に７つのＥＳＲ
値を選択して具現することができる。
【０１３９】
　図２１に図示された内部電極の例は図１９に図示された内部連結導体がなくてもＥＳＲ
調整のための積層型キャパシタを実現することができる。
【０１４０】
　図２１に図示された第１及び第２内部電極１２６ａ、１２６ｂ、１２６ｃ、１２６ｄ、
１２７ａ、１２７ｂ、１２７ｃ、１２７ｄは連結された外部電極により夫々４つのグルー
プに分かれる。
【０１４１】
　上記第１内部電極１２６ａ、１２６ｂ、１２６ｃ、１２６ｄは２つのリードＬ１、Ｌ２
、Ｌ３、Ｌ４のうち異なる２つによりグループ別に同一の２つの第１外部電極１２８ａ、
１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄのうち異なる２つに連結され、上記第２内部電極１２７ａ
、１２７ｂ、１２７ｃ、１２７ｄは２つのリードＬ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８のうち異なる２
つによりグループ別に同一の２つの第２外部電極１２９ａ、１２９ｂ、１２９ｃ、１２９
ｄのうち異なる２つに連結される。
【０１４２】
　上記第１内部電極１２６ａ、１２６ｂ、１２６ｃ、１２６ｄは２つのリードＬ１、Ｌ２
、Ｌ３、Ｌ４のうち異なる２つによりグループ別に２つの第１外部電極１２８ａ、１２８
ｂ、１２８ｃ、１２８ｄのうち異なる２つに連結される。各グループの第１内部電極に連
結された２つの第１外部電極のうち１つは他のグループの第１内部電極に連結された外部
電極と相異である。また、一グループの内部電極に連結された１つの外部電極は、他の一
グループの内部電極にも連結されることにより３つグループの第１内部電極が互いに電気
的に連結されることができる。
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【０１４３】
　例えば、第１内部電極の場合には、（Ａ１）グループ－第１外部電極１２８ｂ－（Ｂ１
）グループ－第１外部電極１２８ｄ－（Ｃ１）グループ－第１外部電極１２８ｂ－（Ｄ１
）グループ－第１外部電極１２８ｃ－（Ａ１）グループの連結形態で全て電気的に連結さ
れる。
【０１４４】
　これと類似に、各グループの第２内部電極は全ての第２外部電極に連結されず２つの第
２外部電極に連結され、各グループの第２内部電極に連結された第２外部電極のうち１つ
は、他のグループの第２内部電極に連結された第２外部電極と相異であるが、全てのグル
ープの第２内部電極が互いに電気的に連結されるように一グループの第２内部電極に連結
された少なくとも１つの第２外部電極は他の一グループの第２内部電極にも連結される。
【０１４５】
　このような外部電極と内部電極の連結形態では、外部電極と電源ラインの連結により特
定のグループの内部電極が内部連結導体のように作用することができる。これにより形成
された一グループが内部電極と他のグループの内部電極が直列に連結されることにより抵
抗成分が増加されることができ、相対的に高いＥＳＲ特性を有することができる。
【０１４６】
　使用者は必要によってＥＳＲ特性を調整するために、電源ラインと基本的に連結される
１対の第１及び第２外部電極の他にさらに他の第１及び第２外部電極を連結させることが
できる。このように電源ラインと外部電極のさらなる連結により直列に連結されていた抵
抗成分が並列に連結されるためＥＳＲ特性が低くなる。
【０１４７】
　図２２に図示された第１内部電極１３４ａ、１３４ｂ、１３４ｃ、１３４ｄと第２内部
電極１３５ａ、１３５ｂ、１３５ｃ、１３５ｄは連結される外部電極により夫々４つのグ
ループに分かれる。
【０１４８】
　本例では、上記第１及び第２内部電極は異なる数の外部電極と連結される。より具体的
に、各グループの第１内部電極１３４ａ、１３４ｂ、１３４ｃ、１３４ｄは３つのリード
Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４のうち異なる３つにより３つの第１外部電極１２８ａ、１２８ｂ
、１２８ｃ、１２８ｄのうち異なる３つに夫々連結されるが、各グループの第２内部電極
１３５ａ、１３５ｂ、１３５ｃ、１３５ｄは上述の実施例と類似に２つのリードＬ７、Ｌ
８、Ｌ６、Ｌ５のうち異なる２つにより夫々２つの第２外部電極１２９ｃ、１２９ｄ、１
２９ｂ、１２９ａのうち異なる２つに連結される。
【０１４９】
　図２３に図示された例では、第１及び第２内部電極１３６ａ、１３６ｂ、１３６ｃ、１
３６ｄ、１３７ａ、１３７ｂ、１３７ｃ、１３７ｄは連結された外部電極により夫々４つ
のグループに分かれる。
【０１５０】
　上記第１内部電極１３６ａ、１３６ｂ、１３６ｃ、１３６ｄは３つのリードＬ１、Ｌ２
、Ｌ３、Ｌ４のうち異なる３つによりグループ別に同一の３つの第１外部電極１２８ａ、
１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄのうち異なる３つに連結され、上記第２内部電極１２７ａ
、１２７ｂ、１２７ｃ、１２７ｄは３つのリードＬ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８のうち異なる３
つによりグループ別に同一の３つの第２外部電極１２９ａ、１２９ｂ、１２９ｃ、１２９
ｄのうち異なる３つに連結される。
【０１５１】
　図２４に図示された例では、第２内部電極１４５ａ、１４５ｂ、１４５ｃ、１４５ｄの
みが連結される外部電極により夫々４つのグループに分かれ、第１内部電極１４４は第１
内部連結導体１２２と類似なパターンで、各グループの第２内部電極１４５ａ、１４５ｂ
、１４５ｃ、１４５ｄと対をなす。
【０１５２】
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　即ち、上記第１内部電極１４４は４つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４により第１外部
電極１２８ａ、１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄに全て連結され、上記第２内部電極１４５
ａ、１４５ｂ、１４５ｃ、１４５ｄは図１６に図示された第２内部電極と類似に、夫々３
つのリードＬ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８のうち異なる３つによりグループ別に同一の３つの第
２外部電極１２９ａ、１２９ｂ、１２９ｃ、１２９ｄのうち異なる３つに連結される。
【０１５３】
　このような構造では、図１２と類似に、第２内部電極に関わる第２外部電極と電源ライ
ンの選択的な連結によってのみ積層型キャパシタのＥＳＲ特性を調整することができる。
【０１５４】
　本発明は実装面を基準に積層方向が垂直の積層型キャパシタ構造にも有益に適用される
ことができる。
【０１５５】
　図２５は本発明の第６実施形態（積層方向の変形例：４端子構造）による積層型キャパ
シタの斜視図である。
【０１５６】
　図２５に図示されたように、本実施形態による積層型キャパシタ１８０は複数の誘電体
層１８１'が積層され形成されたキャパシタ本体１８１を含む。上記本体１８１は積層方
向に従って形成され、対向する第１及び第２面１８１ａ、１８１ｂとその間に位置した４
つの側面を有する長方形構造で、本積層型キャパシタ１８０は第１及び第２面１８１ａ、
１８１ｂのうちいずれかの面は実装面として提供される構造である。
【０１５７】
　上記第１及び第２外部電極１８８ａ、１８８ｂ、１８９ａ、１８９ｂは上記４つの側面
にわたって形成される。即ち、図示されたように、上記第１外部電極１８８ａ、１８８ｂ
は上記本体１８１の対向する両側面に夫々１つずつ形成され、上記第２外部電極１８９ａ
、１８９ｂは上記本体１８１の第１及び第２面１８１ａ、１８１ｂに夫々１つずつ形成さ
れる。結果的に、上記第１及び第２外部電極１８８ａ、１８８ｂ、１８９ａ、１８９ｂは
４つの側面に従って反対極性が交互に配列される。
【０１５８】
　このような外部電極の配列に適合するように、上記積層型キャパシタ１８０は図２６に
図示された第１及び第２内部連結導体１８２、１８３と図２７に図示された第１及び第２
内部電極１８４ａ、１８４ｂ、１８５ａ、１８５ｂを有することができる。
【０１５９】
　上記第１内部連結導体１８２は両側に延びた２つのリードＬ１、Ｌ２を通じて第１外部
電極１８８ａ、１８８ｂの全てに連結される。これと類似に、上記第２内部連結導体１８
３は２つのリードＬ３、Ｌ４を通じて第１及び第２面１８１ａ、１８１ｂに位置した第２
外部電極１９９ａ、１９９ｂに全て連結される。
【０１６０】
　上記第１及び第２内部電極１８４ａ、１８４ｂは夫々リードＬ１、Ｌ２を通じて１つの
第１外部電極１８８ａ、１８８ｂに連結され、上記第２内部電極１８５ａ、１８５ｂは夫
々リードＬ３、Ｌ４を通じて１つの第２外部電極１８９ａ、１８９ｂに連結される。この
ような連結を通じて上記第１及び第２内部電極１８４ａ、１８４ｂ、１８５ａ、１８５ｂ
は夫々同じ極性の内部連結導体１８２、１８３と電気的に連結されることができる。
【０１６１】
　第１面１８１ａが実装面となり、１対の第１外部電極１８８ａ、１８８ｂ及び一つの第
２外部電極１８９ａが電源ラインに連結される場合、残りの第２外部電極１８９ｂに連結
された（Ｂ２）グループの内部電極１８５ａは端子連結された状態ではない。従って、上
記残りの第２外部電極１８９ｂはＥＳＲ調整のための外部電極として使用することができ
、さらに電源ラインに連結される場合にＥＳＲ値を低めることができる。
【０１６２】
　本実施形態のように、両側面に外部電極を形成する場合には、両側面に電極は実装面で
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容易に連結されることができるように形成されることが好ましい。
【０１６３】
　また、上記本体の第１及び第２面に少なくとも１つの外部電極が形成され、１つの実装
面で１対の第１及び第２外部電極の他にさらに１つ以上の外部電極を提供し、このような
外部電極はＥＳＲ調整用外部電極として使用することができる。ＥＳＲ調整用外部電極は
電源ラインに連結された外部電極に連結されない内部電極に連結された外部電極で、この
ような電源ラインとさらなる連結を通じてＥＳＲ値を低めることができる。
【０１６４】
　また、本実施形態は第１及び第２面を基準に上下対称構造を有するように設計された形
態である。このような形態は、実装面を自由に選択することができるという長所を提供す
る。好ましくは、いずれの面を実装面に選択しても同じＥＳＲ及びＥＳＬ特性を有するよ
うに、内部電極及び内部連結導体構造も上下対称構造に形成することが好ましい。
【０１６５】
　図２８ａ及び図２８ｂは夫々本発明の第７実施形態（積層方向の変形例：６端子構造）
による積層型キャパシタの例を示す斜視図である。
【０１６６】
　まず、図２８ａを参照すると、本実施形態による積層型キャパシタ１９０は複数の誘電
体層１９１'が積層され形成されたキャパシタ本体１９１を含む。上記キャパシタ本体１
９１は積層方向に従って形成された互いが反対に位置した第１及び第２面を有し、第１面
は実装面として提供されることができる。
【０１６７】
　本実施形態による積層型キャパシタ１９０は３つの第１外部電極１９８ａ、１９８ｂ、
１９８ｃと３つの第２外部電極１９９ａ、１９９ｂ、１９９ｃを有する６端子構造で例示
されている。
【０１６８】
　図２８ｂには、これと類似な６端子構造を有する積層型キャパシタ２００が図示されて
いる。図２３に図示された構造と比べ、第１及び第２外部電極２０８ａ、２０８ｂ、２０
８ｃ、２０９ａ、２０９ｂ、２０９ｃのうち両角に位置した外部電極２０８ａ、２０８ｂ
、２０９ａ、２０９ｂが延びた形態が相異であると理解することができる。このように、
本発明に採用が可能な外部電極構造は第１面及び第２面のうち一面を実装面として提供す
るときに連結されることができる条件を満たすと、多様に変更されることができる。
【０１６９】
　図２９及び図３０には図２８ａ及び図２８ｂに図示された構造に採用されることができ
る内部連結導体１９２、１９３と内部電極１９４、１９５ａ、１９５ｂ、１９５ｃが例示
されている。ここでは、夫々１対ずつ例示したが夫々複数で採用されることができ、その
順番も多様に変更されることができる。
【０１７０】
　図２９に図示されたように、上記第１内部連結導体１９２は３つのリードＬ１、Ｌ２、
Ｌ３を通じ、第２面に形成された第１外部電極１９８ａ、１９８ｂと第１面に形成された
第１外部電極１９８ｃに夫々連結される。これと類似に、上記第２内部連結導体１９３は
３つのリードＬ４、Ｌ５、Ｌ６を通じて第１面に形成された第２外部電極１９９ａ、１９
９ｂと第２面に形成された第１外部電極１９９ｃに夫々連結される。
【０１７１】
　図３０に図示された例では、上記第２内部電極１９５ａ、１９５ｂ、１９５ｃのみが夫
々３つのグループに分かれ、第１内部電極１９４は第１内部連結導体１９２と類似なパタ
ーンで各グループの第２内部電極１９５ａ、１９５ｂ、１９５ｃと対をなす。
【０１７２】
　上記第１内部電極１９４は第２面に形成された３つのリードＬ１、Ｌ２、Ｌ３により第
１外部電極１９８ａ、１９８ｂ、１９８ｃに全て連結され、上記第２内部電極１９５ａ、
１９５ｂ、１９５ｃは夫々２つのリードＬ４、Ｌ５、Ｌ６のうち異なる２つによりグルー
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プ別に同一の２つの第２外部電極１９９ａ、１９９ｂ、１９９ｃのうち異なる２つに連結
される。
【０１７３】
　このような構造で、第１面を実装面にし１対の第１及び第２外部電極１９８ｃ、１９９
ｂを電源ラインと連結する場合、第１面に位置した残りの第２外部電極１９９ａには（Ｃ
２）グループの第２内部電極１９５ｂが連結されない状態である。従って、上記第２外部
電極１９９ａはＥＳＲ調整用外部電極として電源ラインと選択的に連結してＥＳＲ値を調
整することができる。
【０１７４】
　本実施形態による積層型キャパシタは８つ以上の端子でも具現されることができる。本
実施形態と類似に、上記本体の第１及び第２面に形成された外部電極が夫々３つ以上で、
少なくとも１対の第１及び第２外部電極とさらにＥＳＲを調整することができる特定のグ
ループの内部電極に連結された構造であれば、積層方向に従って形成された面を実装面と
して提供する積層型キャパシタにも有益に適用されることができる。
【０１７５】
　図２８ａ及び図２８ｂで内部連結導体（図２９）を採用した形態のみが例示されている
が、６端子以上の構造であるため、上述の内部連結導体なしに内部電極のみで構成された
例（図１１及び図１２参照）を適用することができる。
【０１７６】
　上述の実施形態及び添付の図面は、好ましい実施形態の例示に過ぎず、本発明は上述の
請求範囲により限定する。また、本発明は請求範囲に記載の本発明の技術的思想から外れ
ない範囲内で多様な形態の置換、変形及び変更が可能であるということは当技術分野の通
常の知識を有する者には自明である。
【図面の簡単な説明】
【０１７７】
【図１】本発明の第１実施形態による積層型キャパシタの斜視図である。
【図２】図１に図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び第２内部連結導体を
示す平面図である。
【図３】図２に図示された第１及び第２内部連結導体と共に使用が可能な第１及び第２内
部電極を示す平面図である。
【図４】（ａ）及び（ｂ）は図１に図示された積層型キャパシタの外部電極と印刷回路基
板の電源ラインの他の接続状態を示す斜視図である。
【図５】本発明の第２実施形態による積層型キャパシタの斜視図である。
【図６】図５に図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び第２内部連結導体を
示す平面図である。
【図７】図６に図示された第１及び第２内部連結導体と共に使用が可能な第１及び第２内
部電極を示す平面図である。
【図８】本発明の第３実施形態による積層型キャパシタの斜視図である。
【図９】図８に図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び第２内部連結導体を
示す平面図である。
【図１０ａ】図８に図示された積層型キャパシタに図９に図示された内部連結導体と共に
採用が可能な第１及び第２内部電極の例を示す平面図である。
【図１０ｂ】図８に図示された積層型キャパシタに図９に図示された内部連結導体と共に
採用が可能な第１及び第２内部電極の例を示す平面図である。
【図１１】図８に図示された積層型キャパシタに独自的に（内部連結導体なく）採用が可
能な第１及び第２内部電極の他の例である。
【図１２】図８に図示された積層型キャパシタに独自的に（内部連結導体なく）採用が可
能な第１及び第２内部電極の他の例である。
【図１３】本発明の第４実施形態による積層型キャパシタの斜視図である。
【図１４】図１３に図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び第２内部連結導
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【図１５】図１３に図示された第１及び第２内部連結導体と共に使用が可能な第１及び第
２内部電極の多様な例を示す平面図である。
【図１６】図１１に図示された積層型キャパシタに独自的に採用が可能な第１及び第２内
部電極の他の例を示す平面図である。
【図１７】図１１に図示された積層型キャパシタに独自的に採用が可能な第１及び第２内
部電極の他の例を示す平面図である。
【図１８】本発明の第５実施形態による積層型キャパシタの斜視図である。
【図１９】図１８に図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び第２内部連結導
体を示す平面図である。
【図２０】図１９に図示された第１及び第２内部連結導体と共に使用が可能な第１及び第
２内部電極の例を示す平面図である。
【図２１】図１８に図示された積層型キャパシタに独自的に採用が可能な第１及び第２内
部電極の他の例を示す平面図である。
【図２２】図１８に図示された積層型キャパシタに独自的に採用が可能な第１及び第２内
部電極の他の例を示す平面図である。
【図２３】図１８に図示された積層型キャパシタに独自的に採用が可能な第１及び第２内
部電極の他の例を示す平面図である。
【図２４】図１８に図示された積層型キャパシタに独自的に採用が可能な第１及び第２内
部電極の他の例を示す平面図である。
【図２５】本発明の第６実施形態（積層方向の変形例：４端子構造）による積層型キャパ
シタの斜視図である。
【図２６】図２５に図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び第２内部連結導
体を示す平面図である。
【図２７】図２６に図示された第１及び第２内部連結導体と共に使用が可能な第１及び第
２内部電極を示す平面図である。
【図２８ａ】夫々本発明の第７実施形態（積層方向の変形例：６端子構造）による積層型
キャパシタの例を示す斜視図である。
【図２８ｂ】夫々本発明の第７実施形態（積層方向の変形例：６端子構造）による積層型
キャパシタの例を示す斜視図である。
【図２９】図２８ａ及び図２８ｂに図示された積層型キャパシタに採用が可能な第１及び
第２内部連結導体を示す平面図である。
【図３０】図２９に図示された第１及び第２内部連結導体と共に使用が可能な第１及び第
２内部電極を示す平面図である。
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